































 ラオス南部にあるワット･プー(Vat Phu )は、最南端部の県チャンパサッ(Champassak )・
チャンパサック郡に位置し、西は古来より聖なる山として崇められてきたカオ山(Phu 
Kao )、南北に流れる東南アジアの大動脈メコン川(Nam Mekong )、その間の狭い沖積平野
チャンパサック平原に約 400km2の広さに展開している。このような地理的環境に、メコ
ン川に面し三重の方形の城壁をもつ古代都市シェスタプラ(Shrestrapura )、この正面に聳え
































第２章 先行研究  
本章では各時代別に、フランス植民地支配によりメコン川踏査隊結成した 19 世紀後半
頃、探検家や軍人による Bassac 踏査が行なわれた 19 世紀後半～20 世紀初頭頃、20 世紀





















































II 層：11－12 世紀―クメール期 
III 層：6 世紀前半－7 世紀前半 
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